
★トピックス★

絶滅危惧種「ハギクソウ」の開花が間近です

いらご さららパークの「小松島」では、渥美半島固有の希少な海浜性植物である「ハギクソウ」（絶滅危
惧ⅠＡ類）を絶滅危機回避のため生息域外で保全しております。ハギクソウは冬期の紅葉が有名ですが、花
の姿も趣があり、トウダイグサ（燈台草）科の特徴を備えています。花の時期は４月～５月頃までとなって
おります。この地域の宝である花を是非ご覧ください！ 

また、春から夏にかけて、花の広場などで他の海浜性植物が開花します。普段はあまり人目に付かない 
海辺の花たちですが、日照りや海風を受ける厳しい環境でたくましく生きている姿には心を打たれます。 

★イベント開催状況★

１．特定外来生物である「オオキンケイギク」の駆除活動を実施しました（令和元年 5 月 17 日） 

特定外来生物である「オオキンケイギク」が確認されているため、自然再生の取組の一環として、渥美半
島生態系ネットワーク協議会会員(株)JERA 渥美火力発電所、免々田川を守る会、休暇村伊良湖、田原市役
所の計 11 名の皆様にボランティアとしてご協力いただき、駆除作業を行いました。数年前に比べるとかな
り数が減っていますが、今後も継続的な取り組みが必要です。 

ご多忙の中、作業をしていただき、誠にありがとうございました！

小松島(ハギクソウ)

紅葉（2月中旬） 花の様子（4月中旬）

＜ハギクソウ＞ 愛知県：絶滅危惧ⅠＡ類 （国：絶滅危惧ⅠＡ類） 
自然環境の保全及び緑化の推進に関する条例に基づく指定希少野生動植物種 

・ 海岸の砂地に生えるトウダイグサ科の多年生草本。 
・ 全国的に分布域の限られた非常に希少な植物で、愛知県内では渥美半島の限られた範囲のみに生育する。 
・ 4～5月に黄色の花をつける。冬が近づくと少しずつ色づき始め、12 月～2月頃に赤い色に紅葉する。 
・ 名前の由来は、葉の展開した姿が、菊の花に見えることから。

いらご さららパーク通信 No.8 令和２年３月 

愛知県自然環境課 

「いらご さららパーク」は、渥美半島先端の田原市伊良湖地域の原風景である「砂丘と湧水（オアシス）の
再生」をテーマに愛知県が整備した園地です。皆様のご来園を心よりお待ちしております。 

テリハノイバラ（ 6 ～ 7月 ） ネコノシタ（ 7 ～ 9月 ） ハマゴウ（ 7 ～ 9月 ） 

駆除したオオキンケイギクは 35 袋分

＜オオキンケイギク＞
・ 北アメリカ原産のキク科の多年草であり、観賞用や緑化用として明治時代に日本に持ち込まれた。 
・ 河川敷等の草地で繁殖し群落を作るため、生態系に大きな影響を与える。 
・ 外来生物法に基づく特定外来生物に指定されている。

ハギクソウ 

ハマヒルガオ(5月)

花の広場(ハマヒルガオ、テリハ

ノイバラ、ネコノシタ、ハマゴウ)

散策路沿い(テリハノイバラ、ハマゴウ)

※花の開花時期はその年の気候等によってばらつきがありますので、
予めご承知おきください。 



＜お問い合わせ先＞
愛知県環境局環境政策部自然環境課 調整・施設・自然公園グループ 
〒460-8501 名古屋市中区三の丸三丁目 1番 2 号 
電話：052-954-6227、ファックス：052-963-3526 
 E メール：shizen@pref.aichi.lg.jp 
＊事業の詳細はウェブページをご覧ください。  

http://www.pref.aichi.jp/kankyo/sizen-ka/shizen/irago/irago.html  

２．「ほの国自然ソムリエの会」主催の自然体験イベントが開催されました（令和元年 11 月 23 日） 

東三河地域で自然に関する各種イベントを実施されている「ほの国自然ソムリエの会」による自然体験イ
ベント「いらご さららパークの自然で遊ぼう」が開催されました。参加者はスタッフを含め約３０人。快
晴の空の下､地域の貴重な自然を学べる楽しいイベントとなりました。
「ほの国自然ソムリエの会」の皆様、ありがとうございました！ 

＜プログラム＞ 
①自然観察：いらご さららパーク内で海浜性植物や野鳥を観察し、風景に癒される 
②水蒸気蒸留によるハーブの香り抽出：レモングラスから香りを抽出し、フローラルウォーターを製作 
③地域の自然の紹介：アサギマダラ＆タカの渡りの魅力を知る 
④松ぼっくりなどを使ったアート＆ゲーム

★お知らせ★

「自然観察サポーター」のガイドによる自然観察会について 

「いらご さららパーク」の園地は自由に散策することができますが、より詳しく自然について学びたい
方のために、現地の自然環境に詳しい「自然観察サポーター」のガイドによる自然観察会を平成 30 年度か
ら愛知県事業として行っております。朝の爽やかな風の中、海浜性植物や野鳥をはじめとした現地の自然を
学べる観察会はいかがでしょうか？どなたでも参加していただけますので、是非お越しください。
詳細は園地に隣接する休暇村伊良湖（0531-35-6411）まで。 

休暇村伊良湖（きゅうかむら いらご） 
〒441-3615 田原市中山町大松上１ 
電話：0531-35-6411 
http://www.qkamura.or.jp/irago/ 

自然観察会の概要
【実 施 日】毎週 1回程度 午前 7時～ 

                         【集合場所】田原市中山町大松上１ 
休暇村伊良湖 本館ロビー 

                               （園地に隣接する建物です。） 
                         【所要時間】30分～１時間程度 
                               （天候等により変更。途中退出可。） 
                         【そ の 他】・参加費無料、事前申込不要 

・少雨決行、荒天中止  
・参加された方には、記念品（オリジ 
ナルエコバッグ）をプレゼント！ 

※内容については変更する可能性があります。事前に休暇村伊良湖へご確認ください。

休暇村伊良湖は、「いらごさららパーク」に隣接し、宿泊はもちろん、日帰りで
お食事のみのご利用も可能です。 
野外施設として、キャンプ場、コテージ、テニスコート、グラウンド、体育館な
どがあります。 

休暇村伊良湖情報

●←いらごさららパーク 


